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県労連退職手当交渉報告

職場を混乱させる制度は認めない

士気を維持できる県独自の対応を！

「国に準じる」だけなら誰でもできる！職員が納得できるよう労務は誠意を持って働け！
県労連は1月16日、退職手当の見直しについて、当局と幹事団交渉を行いました。

　冒頭、芹沢県労連議長は、「前回の支部代交渉の終了時に、最終的にこのままの提案では、モチベーションを維持しながら職員に働いてもらうことは極めて難しいと申し上げた。一点目は退職手当の削減金額が大きいこと、二点目は4％の給与抑制に協力する中で国同様の見直しをする提案となっていることだ。残された交渉は本日を含め2回となったが、未だに労使間の距離感は極めて大きい。このままでは妥結できない。職員にとって大変忙しい時期を迎えているが、職場で緊急の署名活動に取り組みをしている。本日集約できたものを提出したい。こうした職員の思いを重く受け止め、交渉を行っていただきたい。労使間の距離が縮まらなければ妥結には至らない。」と発言、14,444筆の署名を労務統括官に手渡し、交渉に入りました。
まず、園部事務局長代行は、「①職員のモチベーションを維持させることについて、今まで当局から何の回答もない。退職手当の大幅な減額提案がされている中で、単に精神論のみでがんばれというのは無理である。②県民の目は十分認識しているが、長年培ってきた労使関係についてどのように考えているのか。③退職手当の交渉は、すでに本体部分が賃金確定で整理された上で行われている。総合的な判断の中にある。」と述べました。
また、今回の交渉の中で、「職員の退職手当に関する条例」第5条（定年退職者の適用条文）の中に、60歳に達した日以降であれば、年度途中で退職した場合であっても、退職手当の基本額については、準用するという規定があることが明らかになりました。

幹事団の発言要旨

○国と同じ制度にしても、削減率は副主幹級・主幹級は国よりも大きくなる。県の退職手当の水準を押し上げているのは幹部である。仮に大枠は国に準じるとしても、もっと精査してもらいたい。副主幹級は10万円以上多く削減されることになる。県の独自性を発揮してもらいたい。そうしなければ納得できない。
○3月1日実施になると、それ以前に辞めたいという職員も出てくる。一方で、年度末まで働くと、損をしてしまうという制度はおかしい。職場における混乱を避けるためにも、やはり来年度実施とすべきである。
○100万円も損をするのであれば、ローンを抱えている人は、辞めたくなくても辞めるのは当たり前だ。その結果、残った職員にしわ寄せが行ったり、県民サービスが下がった場合、辞めた人が悪いのか。残った職員の問題か。人事管理の問題であり、当局の責任だ。

○再任用の義務化とのからみでも言えることだが、年度途中で辞めた人を、空白期間を置いて再任用として採用するというのは煩雑。やはり年度単位が妥当と考える。
○「制度上いつ辞めるかは本人の希望であり、年度末まで退職するなとは言えない。」との当局の回答は、雇用主として無責任ではないか。県民サービスにも影響が出ないように、職場に混乱が生じないように、4月実施にしてほしい。
幹事団の発言に対し、労務統括官は、「基本的な考え方は変わっていない。退職手当の見直しについては、これまでも国に準拠して行ってきた。4％の給与抑制への協力には感謝しているが、県独自の対応にすることや実施時期を遅らせることは、県民の理解が得られない。」と、前回幹事団交渉と同様の不誠実極まりない回答を繰り返しました。

最後に芹沢県労連議長は、「これまで繰り返し提案されている国準拠だけでは、職員のモチベーションを維持することはかなわない。さまざまな者が現行制度の中で、最後までモチベーションをもって働くことができるような配慮をしてほしい。残された時間は少ない。県当局としての大きな判断を強く求める。」と強調。次回交渉に向けて前進した回答を示すよう強く要請し、この日の交渉を終了しました。
これまでの交渉のやりとり（要旨）

	県労連幹事団発言
	労務統括官回答

	・今回の見直しは率にして14.9％、金額にして約402.6万円という大きな引き下げである。4％の給与抑制や過去の財政難に対する職員の協力などを考えれば、国と同様にすべきではない。
	・退職手当の額を国では5～6年ごとに調査して、官民較差を調整してきた。官民比較にあたっては、月例給と異なり、本県独自の調査等を行っていないので、比較する数値を持っていない。

・これまでも、国に準じてきた。今回も同様にしたい。

・緊急財政対策が実施されるなかで、本県だけ違う対応で独自性を持たせることは、県民の理解が得られない。

・職員のモチベーション問題は重要と考えている。今回の退職手当の見直しは、民間との均衡を図るという目的で実施するものなので、理解していただきたい。

・公務員への厳しい目、説明責任という点から考えると、できることはおのずと限られてくる。

・退職制度は国とは違うが、本県においては、3月末退職を基本とすることが人事管理上必要であると考えている。

・退職手当条例では、定年に達する日（60歳）を過ぎて定年退職日までの間の退職者は、退職事由としては自己都合であっても5条適用（定年退職者の適用条文）となる。

・年度末は業務が多忙な時期であり、県民サービスに影響が及ぶこともあるので、退職は年度末にお願いしたい。しかし、いつ辞めるかは本人の希望なので、それより前に退職するなとは言えない。

	・これだけの大きな引き下げなら、県と国の違いを精査するべきである。このままで県にあてはめたら、国を上回る削減率になるのではないか。
	

	・国に準じた制度と当局は言うが、県では定年・勧奨退職は3月末のみであり、それ以外は自己都合退職となる。国の退職制度とは全然違うことは明らかである。4％の給与抑制を踏まえた県独自の制度検討を求める。
	

	・国は7.8％の給与削減を2年間行うが、県では98年以降過去3度にわたって給与カットに協力してきた。総額にするとかなり大きい額になる。職員1人あたりがいくら協力してきたか、金額を明らかに示せ。
	

	・退職後の生活設計をどうするのか、住宅ローンや教育費をどうまかなっていくのか考えなければならない。これは定年間際の職員だけでなく、若年層を含めた全職員に関わる問題である。「国に準じる」だけでなく、納得のできる内容を示してほしい。
	

	・現場の職員は、当局の提案に納得できないでいる。4％カットやすべての職員が影響を受ける退職手当の大幅な減額の中で、どのようにモチベーションを保てばいいのか。どのようにがんばって働けというのか。
	


	県労連幹事団発言
	労務統括官回答

	・他県の中には来年度から実施としたところもある。年度内の実施はあまりにも乱暴であり、認められるものではない。
	・実施時期についても従来から国に準じている。国が1月から実施であることから、県もできるだけ早く行う必要がある。

・厳しい財政状況のなか、来年度実施とすることは、県民の理解が得られない。

・職員に対する十分な周知期間が必要であるとの主張だが、国が8月に閣議決定しているなど、国の動向が明らかにされているので、県の3月実施が無理ということにはならない。

	・前回の見直しも国に準じて行ったが、検討会を立ち上げ、6か月程度かけて話し合ってきた。国に準じてと言うが、内容について周知されておらず、2月議会に提案、3月からの実施は拙速すぎるのではないか。
	

	・早期退職制度の拡充については、政令が定められていないため、国の制度が明らかになった段階で改めて交渉をしたいと当局は提案しているが、退職手当とは密接に関係している内容である。
現段階で県としての考え方を明確にするべきである。
	・早期退職制度については、国の動向が見えてこないと話し合いができない。詳細が明らかになった段階で話し合いたい。

・雇用と年金の接続については、国が新しい制度を示さないのであれば、平成26年度から本県として必要な措置を講じたい。

	・「雇用と年金の接続」問題について、定年後の生活水準確保という点で、退職手当水準と不可分なものと言える。県当局として使用者責任に基づく明確な方向を示すべきである。
	


オスプレイ配備撤回！

普天間基地閉鎖・返還

を求める東京集会

○日　時：1月27日（日）15時

○会　場：日比谷野外音楽堂

集会後、デモ行進を行います

（銀座・東京駅方面）

＜県労連＞退職手当交渉日程

☆ 1月23日（水）13時30分～幹事団交渉（機関役員待機交渉）

＜自治労県職労＞拡大評議委員会

☆ 1月23日（水）19時～

会場：本庁舎1階108会議室(スルガ銀行隣り)
組合員全員で、緊急要請署名に取り組みましょう！










































職員の退職手当に関する条例（昭和29年4月6日条例第7号）抜粋





（整理退職等の場合の退職手当の基本額）


第5条　定数の減少、組織の改廃、予算の減少、・・・（以下省略）


2　前項の規定は、25年以上勤続した者で、通勤による傷病により退職し、死亡により退職し、又は定年に達した日以後その者の非違によることなく退職したもの（前項の規定に該当する者を除く。）に対する退職手当の基本額について準用する。





※退職事由は自己都合になりますが、60歳に達した日以後の退職であれば、退職手当の基本額支給率は定年退職と同率（最高で59.28）になります。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































